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◆導入調査実施概要

１．マルチラテレーションの導入評価

２．ASDEとの連接による相互補完機能の導入評価

・MLATとASDEを連接して統合型空港面監視シス
テムを構築

・東京国際空港内の評価対象エリアでの走行試験

・複数センサ間の相互補完機能と自動タグ付け機能
実現に向けた性能評価

・統合型空港面監視システム実現に向けた仕様案を
取りまとめ、最適な導入形態について提案
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◆統合型空港面監視システムブロック図
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◆ＡＳＤＥアンテナ設置外観
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◆ＭＬＡＴ中央処理装置外観
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◆監視モニタ表示装置
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◆評価試験項目

・ＭＬＡＴ、デジタルＡＳＤＥの監視センサ単体
の性能評価

・複数の監視センサからのデータを取込んで相関
処理する統合型監視センサ用Ｉ／Ｆ装置の評価



◆評価試験方法

モードＳトランスポンダと車両の基準位置検出用
にＧＰＳ受信機を搭載し、東京国際空港のＡ、Ｂ、
Ｃ各滑走路とその取り付け誘導路を中心とした監視
エリア全域における基本性能を確認。

・実験車両を使った夜間走行試験

・飛行検査機及びエアライン機による評価試験

空港面上でもモードＳトランスポンダをＯＮにし

ていただき、多数の航空機が存在して、且つ信号を
送信する実運用環境下での監視性能を確認。



デジタルＡＳＤＥ：
偽像による影響を避けるため、偽像が発生し易い

エプロン周辺などは非検出エリアとして区別する
位置検出エリアマップを作成してシステムに反映

◆デジタルＡＳＤＥ航空機位置検出エリアマップ

・検出エリア：赤色で示す滑走路及び誘導路
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◆飛行検査機によるデジタルＡＳＤＥ航跡記録例
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◆デジタルＡＳＤＥ航空機位置検出精度一例
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◆ＭＬＡＴアンテナ配置図（第1エリア）

評価対象エリア

受信局

・滑走路及び誘導路周辺における
監視性能評価を実施



◆ＭＬＡＴアンテナ配置図（第２エリア）

評価対象エリア

受信局

・主に第1ターミナルのスポット周り
における監視性能評価を実施



◆飛行検査機によるＭＬＡＴ航跡記録例
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◆飛行検査機による航跡記録例（Ａ滑走路側）
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◆飛行検査機による航跡記録例（Ｃ滑走路側）



◆飛行検査機による航跡記録例（Ｃ滑走路側）
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◆まとめ

■導入調査の目的

東京国際空港の再拡張事業では、管制情報処理
システムによる出発機も含めた地上走行中のすべ
ての航空機に対する自動識別表示機能を実現。

■実施内容

ＭＬＡＴの導入とＡＳＤＥとの相互補完機能
実現に向けた導入評価試験を実施



◆まとめ

■調査結果

１．デジタルＡＳＤＥ
建物等によるブラインドエリアを除く空港内の全ての

滑走路及び誘導路周辺においてデータの欠落も殆ど無く
安定な位置検出ができることを確認。

但し、ＡＳＤＥは降雨による影響を受けるため、運用
にあたってはこの点を考慮する必要がある。

２．ＭＬＡＴ
受信局数とアンテナの設置環境（設置位置と設置高）の

制約等で十分満足できるデータは取得できなかった。
滑走路及び誘導路周辺における基礎データが取得できて

課題も整理でき、導入に向けての見通しを得る事ができた。

３．複数の監視センサの統合処理
今回取得したデータをもとに機能実現に向けた早期開発

を目指す。
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